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＜概要＞
• 重粒子線治療は患部に集中して高い線量を与えることができ、かつ

強力な生物効果を持っているため、副作用が少なく、効果の高い治
療が可能ながん治療法である。

• 1994年に日本で研究開発がスタートし、世界に先駆けて多くのが
ん疾患に保険適用され、国民に広く提供できるようになった。

• 日本が世界をリードする革新的ながん治療法であり、世界の重粒子
線治療施設の約半数が日本で稼働している。

＜功績＞
革新的ながん治療法である重粒子線治療の研究開発を世界に先駆けて
行い、多くのがん疾患に対する有用性が確認され保険適用化された。
日本発の革新的な治療法であり国際的にも普及が進んでいる。

重粒子線治療の研究開発と普及

国内外への重粒子線治療装置の普及多くのがん疾患への保険適用

高い線量集中性と高い生物学的効果 新たな重粒子線治療装置の開発

回転ガントリー治療室


